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	（２） グルタミン酸作動性神経細胞としての特性
	産生された細胞の特徴を調べるために、電気生理的な記録としてパッチクランプ解析(注10)を行ったところ、これらは確かに神経細胞に特有のNa⁺チャネルを介した電気活動を示すことが分かりました。また、Caイメージング法(注11)、および細胞外電位を多点電極アレイ(注12)で測定したところ、神経細胞が示す電気的活動はグルタミン酸受容体の拮抗薬処理でほぼ消失することが分かりました。【図2】
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